
1-1.到達目標

医学部教育と大学院教育において、以下の到達目標を学生に課して教育している。医学科2年の
生体防御学科目の到達目標：病原体の性状と増殖機構、および感染症の病態を説明できる。各
種微生物（ウイルス、細菌、真菌、寄生虫）の基本的性状と病原性を説明できる。さらに、こ
れら微生物が引き起こす疾患を列挙でき、その病態も説明できる。医学科3年の全身性疾患学：
感染症の到達目標：感染症のメカニズムを説明できる。各種の微生物の感染症の診断、治療、
予防を説明できる。主要な感染症の疫学、病態生理、および診断と治療に必要な病原微生物、
感染臓器と治療薬の関係も説明できる。医学科3年の研究室研修の到達目標：講座にスタッフが
現在行っている研究テーマの一端の研究を実際に行ない、その研究の意味を理解し、実験結果
をプレゼンテーションできる。更に成果をまとめ、報告書を作成できる。課外研究室研修の到
達目標：Mims' Medical Microbiology 5th Edition の輪読会を行い、ウイルス・細菌・真菌・
寄生虫という病原微生物の特徴を理解し、これらの微生物によって引き起こされる感染症の病
態を説明できる。大学院医学系研究科医学専攻の到達目標：ウイルスの構造、細胞内での増殖
機序、ウイルス各遺伝子の発現機構、病原性を代表的なウイルスを例にして説明できる。論文
内容における矛盾点や問題点を指摘できる。さらにそれを解決するための実験プランを提唱で
きる。学位の研究テーマを完遂するために、どのような実験が必要か立案でき、それを実行す
る際に用いるウイルス学的手技、生化学的手技を習得し、その原理も説明できる。実験成果を
解析して、まとめ、学会等で発表し、論文にまとめることができる。

1-2.現状説明 教授、准教授、助教が情熱をもって教育を行っている。

1-3.点検・評価
技術系職員が欠員だったため、学生実習の準備等で教員の負担が大きかったが、令和3年度から
フルタイムで1名の技術補佐員が配置され、学生実習、講義等の準備が順調に行われている。

1-4.目標・改善方策の達成度 到達目標は達成されているので、今後も同様の教育を継続していきたい。

2-1.到達目標
インフルエンザウイルスの細胞内での増殖機構の解明と分子疫学による流行のメカニズムの解
明を目標に研究を行っている。

2-2.現状説明
A型、B型、C型インフルエンザウイルスの分子疫学研究を行っている。C型インフルエンザウイ
ルスの細胞内の増殖機構におけるウイルス蛋白の役割を解析している。

2-3.点検・評価
スタッフとして技術補佐員1名が加わり、実験補助により研究の効率が上がっていくと予想され
る。

2-4.目標・改善方策の達成度
インフルエンザウイルスに加え、呼吸器感染症を引き起こす他のウイルスにも研究を広げてい
きたい。

3-1.到達目標 感染制御部員として院内感染の予防、対策に貢献する。

3-2.現状説明
毎月の感染制御部会に参加して、問題点や疑問点があれば質疑応答を行っている。新型コロナ
ウイルス関連感染症対策本部の部員として毎週火曜日の定例会議に参加している。

3-3.点検・評価 院内感染のアウトブレイクはなく、院内感染は順調に制御されている。

3-4.目標・改善方策の達成度 目標は達成されており、このまま継続する。

4-1.到達目標
医学教育により今後も有能な医師を輩出し、医療の充実に貢献する。研究を論文発表し、医学
の発展に寄与する。

4-2.現状説明

毎年、卒業生の5割以上が山形大学医学部附属病院を始め山形県内の医療機関で研修を行ってお
り、山形県の医療の充実に大きく貢献している。研究の論文発表も毎年コンスタントに行って
いる。山形県内の３つの看護専門学校の微生物学の講義を担当し、看護教育にも貢献してい
る。山形県衛生研究所のアドバイザリーボードとして、研究指導を行っている。

4-3.点検・評価 出来る限りの社会貢献は行っており、到達目標はほぼ達成している。

4-4.目標・改善方策の達成度 今後も教育と研究の面で社会貢献していきたい。
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